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安全・安心を求めて

平成１６年内閣府が実施した「安全・安心に
関する特別世論調査」によれば、今の日本は
安全・安心な国かとの問いに５５．９％の回答
者が「そう思わない」と答えた。

その理由に、少年非行・自殺などの社会問題
の多発、治安の悪化、雇用や年金の不安、
平和が脅かされていること、医療・食品・学校
の安全性に信頼がおけないことなどを上げて
いる。

安全とは

危険（リスク）やハザードが少ないこと

まちの危険

自然的要因

社会的要因

人為的要因
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自然的危険要因

地震・津波・風水害・火山・雪害

大気汚染・水質汚濁・気候変動

資源・エネルギー

災害

地球環境

エネルギー

自
然
的
要
因

社会的危険要因

感染症・病気・子ども・医療事故・
食中毒・残留農薬・薬品・遺伝子

テクノロジー テクノストレス・ユビキタス社会

政治・行政
政治不信・制度変更・財政破綻・
少子高齢化

経済 失業・年金・社会保障社
会
的
要
因

社会 教育・人間関係・育児・老後

生活



4

人為的危険要因

事故
交通事故・公共交通機関の事故・
火災・原発・プラント

人
為
的
要
因 戦争 戦争・国際紛争・内乱

犯罪 犯罪・テロ・迷惑行為・自殺

犯罪
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検挙された少年
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まちの危険と不安増幅要因

人口集中

夜間人口の減少

都市の水平的拡大

長距離大量輸送手段

危険地域での住宅開発

高層住宅と垂直都市

地域コミュニティの崩壊

農村型犯罪から都市型犯罪へ
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安心に必要なこと

生活の不安低減

安全性の向上

安全性の認知

信頼感の向上

参加と協働

安全・安心の担い手

市場
（民間企業）

政府
（公共機関）

公式

非公式

非営利

営利

強制

自発

コミュニティ
（世帯・家族など）

ボランタリーな
非営利組織
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自助のまちづくり

自己防衛

リスクマネジメントからクライシス
マネジメントへ

防災教育

防災訓練

共助のまちづくり

まち空間の公共性

安心感のまちなみ

人口減少時代のまちなみ

子どもが遊べるコミュニティ

共助の組織

防犯活動

コミュニティビジネス
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公助のまちづくり

都市計画

ダウンゾーニング

通り抜け道路

ユニバーサルデザイン

防災空間とリダンダンシー

コンパクトシティ


